
「ラオディキアの教会への手紙」          2019 年 08 月 09 日 

ヨハネの黙示録 3 章 14 節～22 節 ラオディキアにある教会の天使にこう書き送れ。 

『アーメンである方、誠実で真実な証人、神に創造された万物の源である方が、次のよう

に言われる。「わたしはあなたの行いを知っている。あなたは、冷たくもなく熱くもない。

むしろ、冷たいか熱いか、どちらかであってほしい。熱くも冷たくもなく、なまぬるいの

で、わたしはあなたを口から吐き出そうとしている。あなたは、『わたしは金持ちだ。満

ち足りている。何一つ必要な物はない』と言っているが、自分が惨めな者、哀れな者、貧

しい者、目の見えない者、裸の者であることが分かっていない。そこで、あなたに勧める。

裕福になるように、火で精錬された金をわたしから買うがよい。裸の恥をさらさないよう

に、身に着ける白い衣を買い、また、見えるようになるために、目に塗る薬を買うがよい。 

わたしは愛する者を皆、叱ったり、鍛えたりする。だから、熱心に努めよ。悔い改めよ。 

見よ、わたしは戸口に立って、たたいている。だれかわたしの声を聞いて戸を開ける者が

あれば、わたしは中に入ってその者と共に食事をし、彼もまた、わたしと共に食事をする

であろう。勝利を得る者を、わたしは自分の座に共に座らせよう。わたしが勝利を得て、

わたしの父と共にその玉座に着いたのと同じように。耳ある者は、“霊”が諸教会に告げ

ることを聞くがよい。」』」 

 

キリストはラオディキアの教会の天使に手紙を書き送れと命じておられる。「アーメン 

である方、誠実で真実な証人、神に創造された万物の源である」キリストは、「わたしは

あなたの行いを知っている。あなたは、冷たくもなく熱くもない。むしろ、冷たいか熱い

か、どちらかであってほしい。熱くも冷たくもなく、なまぬるいので、わたしはあなたを

口から吐き出そうとしている」と言われる。あなたの中途半端で不徹底な信仰は、なまぬ

るいので、口から吐き出すしかない。このなまぬるさには理由があった。ラオディキアは

金融業、産業などで、豊かな町であった。だから、町の人々は、「わたしは金持ちだ。満

ち足りている。何一つ必要な（不足する）物はない」と言っていた。しかし著者ヨハネは、

「自分が惨めな者、哀れな者、貧しい者、目の見えない者、裸の者であることが分かって

いない」と言う。経済的な豊かさに満足し、自分が惨めで、哀れで、貧しく、目が見えず、

裸であることに気づかない。金と物さえあれば、生きていけると、信仰を大切に考えず、

神の真実と憐れみを不要としたのである。「そこで、あなたに勧める。裕福になるように、

火で精錬された金をわたしから買うがよい。裸の恥をさらさないように、身に着ける白い

衣を買い、また、見えるようになるために、目に塗る薬を買うがよい。」真に裕福になる

ように、キリストから火で精錬された金を、裸の恥を晒さないように白い衣を、よく見え

るようになるために目薬を買い求めなさい。この買い物は、罪を赦して生かしてくださる

神を知るためのものである。キリストは愛するゆえに、彼らを叱ったり、鍛えたりする。

だから、熱心に悔い改めよ。「見よ、わたしは戸口に立って、たたいている。だれかわた

しの声を聞いて戸を開ける者があれば、わたしは中に入ってその者と共に食事をし、彼も

また、わたしと共に食事をするであろう。」キリストは身近におられ、家の戸を叩いてい

る。食卓を共にしようと呼んでおられる。信仰を全うし勝利を得る者を、キリストが父な

る神と共に玉座に着いたと同じように、キリストの座に座らせよう。キリストが再臨され

た時、永遠の命が約束され、キリストとの宴席が許される。この至福に与るために、「耳

ある者は、“霊”が諸教会に告げることを聞くがよい」と訓戒している。 


